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動画資料

有線LAN

USB

シチズンシステムズ POSプリンター
USBホストモデルを利用した POS周辺機器例

キャッシュドロワー

タブレット ルーター

プリンター

ディスプレイ

RFID

バーコード

UHF帯RFIDタグリーダー UT-200f

UHF帯RFIDタグ＋
バーコード一体型リーダー
UBar-200f

□POS/決裁機器構成例

□商品説明/情報収集

お客様への商品情報の提供、作業者への取扱方法の提示など、
動画/資料との連携が容易に実施可能です。

□電子タグ(RFIDタグ)の準備

ネットショップで販売している商品管理も、
電子タグ(RFIDタグ)利用で改善可能です。
出庫・出荷の他、在庫管理、在庫探索など。

Android/iOS/Windows HOSTの
利用の他、WEBシステムとの
連携も可能です。

商品札/値札ラベル印刷

副資材
(電子タグなし下げ札)

電子タグと
セット化

バーコードを
スキャンし自動で、
電子タグに書き込み

動画資料 動画資料 （無償APL 「TagAction」の活用)

UHF帯RFIDタグ
ウェアラブル
リーダー UB-100f

※リアル/ネットショップ
での電子タグ活用、ご相談下さい。

作業性アップ
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UBarTool 取扱説明書 
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3.3.1. 自立動作モード 

 本項では、自立動作モードでの操作方法について説明します。 

 

3.3.1.1. モード切替え 

 画面上部の[Control] – [Autonomously]を選択し、[Set]ボタンを押下すると、自立動作モードとして UBarが

動作します。 

 操作は、[Autonomously]グループを使用します。 
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3.3.1.2. 読取りモードと書込みモード 

 自立動作モードには、読取りモードと書込みモードが存在します。各設定の違いは以下表のとおりです。 

設定 説明 

読取りモード RFID タグ(EPC 領域)またはバーコードの値を読み取り、そのデータを画

面に表示します。 

RFID タグ(EPC 領域)またはバーコードの値を読み取り、そのデータをキー

ボードインラインとして入力します。 

RFID タグのデータを指定されたモードでデコードして画面に表示します。 

書込みモード バーコードを読取り RFID タグ(EPC領域)に書込みます。 

書込み方法は下のどちらかを選択できます。 

（選択方法と詳細は後述） 

1. バーコードのデータをそのまま（ASCII コードまたはバイナリーで）書く。 

2. バーコードを JAN13 コードや GS1-128 コードとしてシリアルを 

   付加してエンコードする。 

 

UBarの[Mode スイッチ]を 3秒以上長押しすることで読取り/書込みモードの切り替えが可能です。 

 

 

  

① Read LED 

② Mode LED 

④Barcode スイッチ 

⑤RFID スイッチ 

③Mode スイッチ 
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3.3.2.8. EPC encode/decode 

バーコードを読取り RFID タグにエンコードする（書き込む）機能の設定と実行を行います。 

下図の 「Encode mode」 で 4 種類のエンコード方法を選択できます。 

（none(ASCII)、none(Binary)、JAN13、GS1-128 Monza4D） 

 

 

[none(ASCII)] が選択されているとバーコードのデータを ASCII データにして RFID に書き込みます。 

  例） バーコードが "0123" のときは 0x30 0x31 0x32 0x33 を書き込みます。 

[none(Binary)] が選択されているとバーコードのデータをバイナリーデータにして RFIDに書き込みます。 

  例） バーコードが "0123" のときは 0x01 0x23 を書き込みます。 

  ※RFID への書込みは 2バイト単位です。そのためバーコードの桁数が 4 の倍数でない場合は、後ろに 

    0 を追加します。 

[JAN13] が選択されているとGTIN JAN13コードとしてシリアルを付加して RFIDタグにエンコード（書込み）します。 

[GS1-128 Monza4D] が選択されていると GS1-128 コードとしてシリアルを付加して RFID タグにエンコード（書込

み）します。 

上位制御モードのときは、[ENCODE(Write)]ボタンで実行できます。 

[ENCODE(Write)]ボタンを押下した後は下の手順でエンコードを行います。 

    バーコード読取⇒RFID タグをかざして書込む⇒完了 

また[Set parameter to UBar]ボタンを押すと上図左側の設定が UBar に転送されますので、その後 

自立動作モードにして UBarの[Barcode スイッチ]で書込むこともできます。 
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一方、 [DECODE(Read)]ボタンで RFID タグに書かれているデータをデコードする（読み込む）こともできます。 

 

    JAN13 の例                         GS1-128 Monza4D の例 

           

 

「Lock EPC and USER」 で、エンコード後に EPC エリアと USER エリアを書込み禁止にすることができます。 

  パスワードは 16進数 8桁を設定します。 

  ロックされている RFID タグをかざして「UnLock」ボタンを押下すると、ロックを解除することができます。 
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以下に JAN13のときとGS1-128 のときのエンコード方法を記します。 

◆JAN13 のとき 

GTIN（Global Trade Item Number） JAN コード（13桁） に基づいたバーコードを想定しており、 

それに書込む RFID タグの TID をシリアル番号として合わせて EPC にエンコードします（書き込みます）。 

【対象条件】 

  バーコード：JAN コード 標準タイプ（13桁）（GS1 事業者コードが 7桁または 9 桁）が対象です。 

  RFID タグ：対象は以下のタグです。 

             NXP製の   Ucode7、Ucode7xm、Ucode7xm+ 

             ALIEN製の  Higgs3、Higgs4、 

             IMPINJ製の Monza4QT、Monza4E、Monza4D、Monza5、MonzaR6、MonzaR6P 

【エンコードフォーマット】 

 

 

           8bit         3bit      3bit         30bit or 24bit          14bit or 20bit                   38bit 

 

  企業コードと品目コードは合計 44bit。 

      ・企業コード（GS1事業者コード）が 9 桁の場合はそれぞれ 30bit と 14bit 

      ・      〃                    7 桁     〃       24bit と 20bit 

 

  ◇ヘッダ（8bit） 

    ヘッダとしてエンコードする値を設定します。この値がそのままヘッダとしてエンコードされます。 

    よく使用される SGTIN-96（0x30） の場合は下図の①を選択します。 

    それ以外の値にする場合は、②を選択した後 ③に 16進数で値を設定します。 

 

 

  

  

① ② ③ 

パーティ 
ション ヘッダ フィルタ シリアル番号 企業コード 品目コード 
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  ◇フィルタ（3bit） 

    フィルタとしてエンコードする値を設定します。この値がそのままフィルタとしてエンコードされます。 

    よく使用される POS（1） の場合は下図の①を選択します。 

    それ以外の値にする場合は、②を選択した後 ③のドロップダウンリストから選択します。 

 

 

 

  ◇シリアル番号（38bit） 

    RFID タグの TID を読み、そのタグのメーカーコード 3bit と TID 96bitの下位 35bit を合わせます。 

    メーカーコードは下のとおりです。 

101：INPINJ 

110：ALIEN 

 111：NXP 

 

  TID（96bit） 

 

 

 

 

 

           8bit         3bit      3bit         30bit or 24bit          14bit or 20bit                   38bit 

  

① ② ③ 

パーティ 
ション ヘッダ フィルタ シリアル番号 企業コード 品目コード 

下位 35bit 

コード 
メーカー 

3bit 
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◆GS1-128 のとき 

GS1-128 に基づいたバーコードを想定しており、それに書込む RFID タグの TID をシリアル番号として合わせて EPC

と USER にエンコードします（書き込みます）。 

【対象条件】 

  バーコード：GS1-128 コード （GS1 事業者コードが 7桁または 9 桁）が対象です。 

  アプリケーション識別子：以下の識別子に対応しています。 

   (01)商品識別コード（GTIN） 14桁 

   (17)有効期限日  6 桁（YYMMDD） 

   (30)数量   最大 4095 

   (10)ロット番号  5 文字固定 

  RFID タグ：対象は以下のタグです。（EPC：128bit、USER：32bit） 

             NXP製の   Ucode7xm、Ucode7xm+ 

             ALIEN製の  Higgs3、Higgs4、 

             IMPINJ製の Monza4QT、Monza4E、Monza4D 

【エンコードフォーマット】 

EPC エリア 

 

 

           8bit         3bit      3bit       30bit or 24bit      14bit or 20bit          30bit               40bit 

 

  企業コードと品目コードは合計 44bit。 

      ・企業コード（GS1事業者コード）が 9 桁の場合はそれぞれ 30bit と 14bit 

      ・      〃                    7 桁     〃       24bit と 20bit 

 

USER エリア 

 

 

              20bit            12bit 

 

  

パーティ 
ション ヘッダ フィルタ シリアル番号 企業コード 品目コード ロット番号 

有効期限 数量 
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  ◇ヘッダ（8bit） 

    ヘッダとしてエンコードする値を設定します。この値がそのままヘッダとしてエンコードされます。 

    GS1-128では決まりがないため、Reserved になっている 0x2B をデフォルトとしています。 

 

 

 

  ◇フィルタ（3bit） 

    フィルタとしてエンコードする値を設定します。この値がそのままフィルタとしてエンコードされます。 

    GS1-128では 輸送用ケース である 2 をデフォルトとしています。 

 

 

 

  ◇シリアル番号（30bit） 

    RFID タグの TID を読み、そのタグの TID 96bitの下位 30bitです。 

 

  TID（96bit） 

 

 

 

 

           8bit         3bit      3bit       30bit or 24bit      14bit or 20bit          30bit               40bit 

 

  

下位 30bit 

パーティ 
ション ヘッダ フィルタ シリアル番号 企業コード 品目コード ロット番号 
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3.3.2.9. Emulate（Barcode/RFID） 

エンコードされた RFID タグのデータを読んで、バーコードデータに戻してキーボードインラインとして入力します。 

 

 

 

「Encode mode」 でエンコード方法を選択して [START] ボタンを押下します。 

テキストエディタやエクセルなど入力する箇所にカーソルを合わせます。 

UBar に RFID タグをかざして UBarの [RFID] ボタンを押します。 

また、UBarの [Barcode スイッチ]を押してバーコードを読取ると、そのデータが入力されます。 

 

3.3.2.10. その他機能の確認 

上位制御モード中のその他機能の確認は当社サンプルアプリケーション「IC タグライタ」をご使用ください。 


